
東福保育園 ２歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2025年 2月 12日（水）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

冬の自然事象にどのような反応を示すか

子どもの言葉・姿 写真

・以前土が凍って固まっているものを見つけて遊びに使っ

ていたので今回寒い朝園庭の砂場がどうなっているのか興

味を持っていた。

・砂場の砂の塊にどのような反応を示すか

・水をためたバケツを用意する

・塊を見つけたことを喜び保育士に知らせる。

・水が体にかからないようにする。

・バケツやシャベル入れ物など取り出しやすいようにして

おく。

・自分の思いを言葉やしぐさで伝えあえるように少人数で

行う。

・容器に水を入れて氷がはるように作っていたがなかなか

できなかった。氷点下の気温になって朝の砂場は砂が固

まっていることがあり、その発見を知らせてくれたので今

回も固まりが見つかるのではと思った。固まりはできてい

たが中はサラサラの砂になっていた。「なんか変だ。」と

言う子もいた。子どもは固まりがあると思っていたので

「どうして？」「なんで？」と不思議がっていた。穴を

掘ったらあるかな？と思ったり、保育士が水をくんであげ

ると「固まるかな？」と自分たちで水をかけていた。砂遊

びに発展してしまったが、それぞれがいろいろなことを

言って楽しんでいた。これからは暖かくなるので春の季節

の移り変わりを感じられるような活動をしたい。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

KＯ「ここ固いよ」

「なんかいしみたい」

Ｊ「あ、いしみつけた！」

K「じゃあ、ばけつにいれて！」

Ｈ「わたししゃべーるもってくる」と取りに行く。

塊を見つけたKが手に取り保育士に見せる。

「さわるとさらさら、ぎゅっとしたらかたくなっ

た」と砂を握り

K「わたしはおだんごやさんでーす」

KO「じゃ、ぼくはこうじげんばです」と言いなが

ら穴を掘る。

Ｊ「ゆきですけぼーしたよ、おやすみんとき」

K「わたしはあなほるー」

保「水を入れたらどうなるかな？」と言う。

Hがバケツを持ってきて保育士に渡す。水を入れH

に渡す。

K「ここにいれるわよ」とバケツを持った友だちに

指を差し言う。

H「はーい」と少しずつ入れる。

KO「ちょこれーとみたい」「かたまった」

「もっともっともっともっと」と水が欲しいと言う。


